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文部科学省「地理歴史編 高等学校学習指導要領 (平成30

年告示)解説」において,地理総合での中項目「生活圏の調

査と地域の展望」は地理総合の学習の集大成として位置づ

けられており,実際に観察や野外調査,文献調査などを行

うことによって,そ こに存在する地理的な課題を見いだし,

その解決策,改善策を考察,構想することが期待されてい

ると述べられている。

本校では,毎年
1高
校 1年生の地理総合 (2単位)のうち

12時間程度(約 1か月半)を配当して,「現代日本を探究する」

と題した探究活動を行い,最終的な成果報告としてポスター

セッションを行っている
2。 この報告では,2024年度に実

施した授業実践を元に記述する。

1 の地理総合授業「現代日本を探究する」

ポスターセッションの取り組み

鴎友学園女子中学高等学校 吉田 ネ谷幸

① 10月中旬 :探究アイディア案提出

自分の興味・関心に基づき.問いの形でアイディアを提出・

共有する。

② 10月下旬 :探究学習の目的・流れの確認,グループ編成

探究活動の目的や流れについて全体で説明したのち,類

似テーマをもつ生徒同± 3～ 4名でグループを構成し,探

究をスタートする。

③ ll月 :テーマ決定～調査～ポスター作成

テーマの絞り込み,問題意識の整理,調査方法の検討 ,

文献・統計・聞き取り調査,地図や図表の作成,発表要旨・

ポスターの作成を行う。この際,授業外の負担を過度に増

やさないよう,「調査・作成は,出来る限り授業時間内で完

結させる」ことも伝えている。

④ ll月末 :成果物の提出

ポスター本体 と発表要旨 (400字以内)3と の 2点 を

GOOgle Classroomに 提出する。

⑤ 12月上旬 :ポスターセッション

学年全員が参加するポスターセッションを,本校の体育

館で実施する。

⑥ 12月中旬 :相互評価・振り返りの提出

生徒同士の相互評価と,個人の振り返りを提出させ,学

びを言語化する。

||  スケジユール

10月 中旬から12月 上旬にかけて,次の0～0の流れで

進めている。なお,こ の時期に設定した背景としては,一

年間の地理総合の授業の中間地点にあたり,こ こまで学習

した知識や GISの スキルが活用できることが挙げられる。

生徒が設定した探究テーマの例

ジャンル

まちづくり。地域活性化

(19テーマ)

環境。エネルギー

(7テーマ)

テーマの例

「世田谷区はなぜ空き家が多いのか～空き家を減らすためにはどうすれば良い'～」
「島根県海士町が地方創生に成功したのはなぜか」
「なぜ第 6次産業で馬路村は活性化しているのか」

「なぜ関東で再生可能エネルギーの発電量が増えないのか」
「地方のリサイクル政策を都市部で最適化させるためにはどうすればよいか」
「クマと人間が共存するにはどうすればよいか」

「なぜオーバーツーリズム問題が発生しているのか」
「なぜ函館は観光都市として栄えたのか」
「的山大島を若者が中心に訪れる観光スポットに開発するにはどうすれは良いな_

観光

(7テーマ)

健康・福祉

(6テーマ)

食・農林水産業

(10テ ーマ)

地域 。社会

(15テーマ)

自然災害・防災

(9テーマ)

「地方部と都市部の医療技術や医療の質の差が生じているのはなせか」
「今後の農福連携のあり方とは?」

作成したポスタ
要旨は,冊子に
探究学習

ポスタ
「日本とフランスの郷土料理から見て日本の郷土料理にはどのような問題があるのか」
「日本の漁業の自給率を上げるためにアクアポニックスは最適解なのか」
「なぜ石川県ではアイスが売れるのか」

「同名の地名をもつ市区町村にはどのような関係があるのだろうか」
「神社の立地条件とその理由は何か」
「山小屋の経営と食料事情は地理的背景とどんな関係があるのか」

「都市型水害に強いまちづくりとは?～世田谷区を事例として～」
「能登半島地震から考える :地震発生後にAIをどのように活用していけば良いのか」
「災害に備えて私たちは何ができるのか」
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2024年度は73テ ーマ (生徒256名)あ り,以下の表■の

ように整理できるD

全体を通して,地域課題 (地域活性化,限界集落,空き

家問題など)の原因分析と解決策の提示を行うもの,立地・

空間配置の理由を読み解くもの,地域の比較 (関東・関西 ,

都市・地方,北海道・本州など)に よって構造を明らかにす

るものが多い傾向にあつた。

■
=■=

重華:生徒が探究したテーマ

■||■■.

|1評 価規準と調査手法

①については,問いと答え (仮説)のループを繰り返すこ

とで問いをブラッシユアップさせることの重要性,ま た,

問いの設定においてはできる限り具体的な事例に落とし込

むことの重要性をそれぞれ強調した。

②については,聞 き取り調査とオリジナルの地図作りに

出来る限リチャレンジするよう促している。聞き取り調査

では,行政・白治体,企業や大学・研究機関,NPO法人な

ど,2024年度はのべ 150の 団体にお世話になった
4。

手法

としては,メ ール・問い合わせフォームが約 6割と最多だが ,

電話,Zoomや 対面での聞き取り調査にチャレンジしたグ

ループも多く存在した。「聞き取り調査は初めての経験であ

り,礼儀などを学ぶことができた」と振り返る生徒や,外国

人観光客へのインタビューを通して,「英語を使う楽しさや

自分の英語が伝わる喜びを感じる良い経験になった」と語る

生徒もいた。聞き取り調査を通して,多面的な力が育成さ

れたと考えられる。また,オ リジナル地図作りにおいては,

授業内でも紹介した「地理院地図」「今昔マップ」「RESAS」
~MANDARA」

や,地域統計をGISでグラフ化するソフト

などを用いている生徒が多くみられた。

3については、単なる「調べ学習」に終わらず,解決策を

提案するなど問題に主体的にかかわる姿勢が大切であると

説明した。

探究活動を開始するにあたり,評価規準は以下の 3点で

あると説明している。

工問題を発見する (課題設定 )

→「現代日本を探究する」というテーマに沿つた興味深

い問いを立てたか ?

②オリジナルなデータを提示する(調査)

→独自の調査や作図を行うことができたか ?

O問題を解決する (考察)
→現代日本の実情に合つた具体的な解決策を提案でき

たか ?

生徒の発表したポスター

なぜ銚子電鉄は黒字転換できたのか

【対象】銚子電鉄及び銚子市
での聞き取り調査
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銚子市の薔本情報
・面積 8412師・人口 53.356人
人口密度 634人 /k湘 (千 葉県の人口密度は

約1219人 /k請 )

当時の社長の薇領が発寃|

投資や公的支援も打ち切られ修理代
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交通利用銚子電鉄とは

銚子電気鉄道株式会社
の通称で千葉県銚子市
に本社を置く鉄道会社 瞑鰺餃

GiSを活用した地図
を掲動していますe
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鷲幸ポスタ…の形式とポスターセツション

ポスターの形式は,次の表の通りであり,作成の際は,

タイトルで提示した問いが,結果・考察でその答えが明確

に分かるようにすることを強調した。これは,生徒がポス

ターを見比べる際,「何を見ればよいか」を明確にするとい

う日的もある。

ポスターセッション当日は,本校体育館に学年全体が集

まり,発表 (3分間)と 質疑応答 (5分間)の計 8分間を,5

回ほど繰り返す形式で行っている【写真諫・写糞颯・写菫脩1。

当日は学年生徒・教職員に加え,受験希望者も訪れ,生徒

は発表や質疑応答に対応することで大きな刺激となった。

事後の生徒の振 り返りを分析すると,ポスター作成でう

まく行った点として,「文字量を絞り,図や表で整理した」「地

図・グラフ・写真など視覚資料を積極的に活用した」「他班

と重複しないオリジナリテイのあるテーマや提案ができた」

「テーマ・タイトルと結果・考察・提案の対応関係がはっき

りわかる構成にできた」ことを挙げていた。

また,質疑応答においては,「原稿に頼らず,聞 き手の反

応を見ながら説明を調整できた」「質問に対して,補足情報

を添えて答えられた」などうまくいった例や,「答えに詰まっ

てしまった」「良い質問が思いつかなかった」といった反省

も見られた。ポスターセ ツションならではの質疑応答を通

して,双方向のコミュニケーションでの経験を積むことが

できたと考えている。

要素

0考察
提案

内   容

①目的 研究の目的は何かを記述する。

②対象 どこを対象 (フ ィールド)と しているかを記述する。

③方法 どのように研究したのかを記述する。

④結果 どのような結果が得られたのかを記述する。

結果を踏まえてどのように考えたか (提言を含む)を
記述する。

生徒の発表したポスターの 2事例

零菫に発表のようす (全景)

写真鯰 発表のようす

写翼隆 発表のようす

4「中山間地域での農業における課題および解決策

集落営農

メリットC
機機の貸し僣り

解決に向けた提案:集落営農

中山「In地域 大̈識の機械の導入が田菫

●力化、効率化

自動車刈り機

111■彙 Iギ ー_..‐ ―__...

編

集落営機とはつ

集落など地緑的にまとまりのある一定の地崚の農家が農案生

産を共同で行う農葉制度

０
観
外
い
刈
鳥

人が乗る必要のない小型化した機械の導入

例 ・選幅操■で温度管理
・ドローンで,濤轟築や肥料を散布

畑に行く回数を減らすことで

斜面での過酷な労働を軽減

【スマート農業の実用化に向けて口なすべさ点や現状は?】

課 題

【
`】

目的 中|し問地域での農業が抱える問題点に対する解決策を提案する

【2】対象 山梨県笛吹市
【31方法 公的機関のHPでの情報収集.農家への取材
【4】結果

中山間地麟とは,

山栞栞●次市の薔薔農睾(70代女性、一人で■■■家を言む)

の方と彙さんを対拿にした取材を行つた。

Q:現状不安に思つている事はありますかつもし、機械ヽ1苺を用いて晨葉
ができるとしたら.どのくらい、何に使いたいですかつ使いこなすよでの不安

はありますかつ

A:(農蒙さんの回答)
・Alはよく分からないが.聞いたことはある。
・車に桑れなくなると困る駈 所の車に乗れない事婦の方は

凛家を辞めた。

出荷0曝は、近所の人00代くらい)が手伝つてくれる。
・機構の貸し僣りはまれ.

(娘さんの回答 )

・現状、近隣は高齢者ばかりだが、協力し合つて農業を続けている。

スマート農彙実現には
‐  地域コミュニティの黎がりの強化が不可欠

篤雲:範 藝墨購

躊動鮮ヴ
・

爵轟蠅 1訣緻轟
醸wi底:51纂顆

鰯蛉 饉趾
‐   馘1僣 :iま彗1   豊輩:=
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解決に向けた提案:スマート農彙

メリント2

新しい技 11『 を導入できる.

メリツト③ 人材0●保
高齢者の方にとつて負担の大きtヽ運搬の手伝いにおいておい世 (ヽ の人の労

働力を確保できる。また.晨村地に機様を導入する際に機機関係の開発者な

0●●晨凛
私たちは、中山‖地城における凛葉0■担や高齢化といつた課題0熊決
としてスマート農葉及び、それを円滑に進めるため0集薄雪農の掟選t掟
案する。
■苺、中山閥地崚ではヽ面での農素によるキ体的な資撥、平ヽ都と比較

して高齢化が選んでいることが課題として挙げられる。これらの最家の彙

担を軽減するためには機械の導入を図るスマート晨葉1し、また薔齢者にも

機機の導入をしやすい環境を作るための集落営巌がヨましいと青えられ

る。

彗      l     i
■      i      =
晋      ∫      告

メリッHD機●の貸し
'り

の貸じ僣り|ままれたそうだ.今ま 磯様の賃じ僣りを推進する場合には仲介者

メlリット②量
"は
■のサポート

檬々な年代の人どうしの交流によt,.高 齢者が若い人に導入した技術で分か

ス で… 卜轟畿
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探究活動を通して身についた力と今後の展望

生徒の振 |)返 |)を 分析すると,こ の探究活動を通じて身

についたと感じている力は,以下の 4点に整理できる。

E調査手法を多角的に組み合わせる力

文献調査では複数の資料を比較することの重要性に気づ

いたり,聞き取り調査に挑戦したことで一次情報の価値を

実感できたりした。

②データを可視化し,根拠をもつて語る力

オリジナルの地図や図表の作成を通して,数値や空間的

分布を根拠として議論を組み立てる力が育った。

③問いを修正しながら探究を深める力

調査が行き詰まったとき,臨機応変にテーマを変更した

り再定義したりする経験を通じて,「問い→仮説→検証→問

いの再設定」という探究のループを体感できたЭ

④協働してプロジェクトをやり遂げる力

グループ内での役割分担の難しさや情報共有の不足と

いった課題を克服し,期 限内に成果物を仕上げる経験を積

むことができた。

この探究学習を通して,聞 き取 りを含めた多面的な調

査と自ら作成した地図をもとに,日 本の諸課題に対して主

体的に語れるようになってほしいと考えている。実際,こ

の発表をブラッシユアツプして日本地理学会の高校生ポス

ターセッションに挑戦したり,ポスターセッションが進路

を考える上での大きな転機になったと語ったりする生徒も

登場している。

これからも本実践のアップデートを続けていき,本校で

の探究活動の一つの軸として育てていきたいと考えている。

1本実践は,1999年 度から(当時は高校 2年生理系対象の選択「地
理A」 で)実施している。

2こ の期間は,講義や定期考査も実施せず,評価も探究活動に
完全に振り替えている。

3日 本地理学会の高校生ポスターセツンヨンの要項を参考に設
定した。

4調 査にご協力下さった銚子電気鉄道株式会社様のご厚意で,

大吠駅に生徒が作成したポスターを掲示して頂いている。

1 日本地理学会 高校生ポスターセッション

日本地理学会の学術大会 (春季・秋季の年 2回 )

では,高校生ポスターセツンヨンが行われています。

探究活動に取 り組む全国の高校生と交流し,大

学の先生などの研究者から自分たちの研究に対 し

て直接コメントを頂くことができる,大変貴重な機

会になっています。特に,1時間程度の説明・質疑

時間帯であるコアタイムは多くの人々でにぎわい ,

さながら「地理の甲子園」といった雰囲気もありま

すc2025年度は,春季に対面で70の ,秋季はオン

ラインで22の研究発表が行われました。今後の日

程や募集要項等詳細については, 日本地理学会の

webサ イト(https://www ttgorjp/hsp/)を ご確認

下さい。
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2025年度春季大会のようす

(鴎友学園女子高等学校 ,筆者撮影)

2025年度春季大会の

ようす

(宮崎県立五ヶ瀬中等

教育学校,上田聖矢撮影)

渋谷の現状を知り、見失われつつある渋谷のまちの個性を

明らかにする。その上で、その個性を最大限活かせる新たな
まちづくりを提案する。

スクランブル交差点前の外国人観光客18名 にインタビュー

カラフル ・キラキラ .スクリーン・賑やか
→キラキラとした賑やかさ

③渋谷に足りないもの

一,そもそも渋谷のコミュニティとは何なのかつ

・景色 ッ チヽ公
①渋谷に肪れた理由

→駅周辺で完結、

②渋谷の魅カ

スクリーン撮影

明確な理由がない

1885年 最初の渋谷駅建設

1940年代 戦争の影響で焼け野原に
→闇市の文化が生まれる

1979年

1960年 代

409創業 (ターゲット層なし)

安保闘争の舞台とならなかった渋谷にNHKを筆頭
とする企業の本社が移転
→西武百貨店。渋谷パルコの建設

2000年 代

ハイティーン向けのプランドのみ売上をキープ
→109が若者向けの施設となる

オフィスが増え没個性化したまちに

タイムズスクエア(アメリカ)との比較
相違点:スクランブル交差点のような交差点がある
渋谷→駅から離れると小さい建物が増える
タイムズスクエア→全て高層ビル

出興 tcsし blog        シブヤ経済新聞
一渋谷は様々な側面を持った都市だとわかる

鏑 蜃

渋谷スクランブルスクエア社の方に取材を行つた。

渋谷は他のまちと比べ接点が多く特殊
→個性となりうる

①渋谷の「個性」とは
・職・住・遊の融合
・文化、情報の発信地
・魅力的な周辺地域

②今まで直面した課題
・まちの機能をとめない開発
・様々な人との合意形成
・工事費の調整

1)区分け

小さなコミュニティ→小さく区分けで足りない意識軽減ヘ

区域を細分化し、まちの刷新を絶え間なく続ける

‐渋谷を止めない

常に新しい文化を発信し続ける最先端のまちヘ

2)流動性

新たな文化を発信する拠点として流動性のあるまちに

例)「期間限定」装飾やイベント

→その時々に合わせ、人との「接点」を増やす

その「流動性」こそが渋谷の唯―無二の個性となりうるのではないかつ

躙鰤
リアルの僣仁を訴え愧ける
「まち」の軸は「リアル」
―→キーワード.五感

わたしたらの目指す渋谷
動き餞け、何度でも訪れたい日本の玄関に
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バブル後

③今後の渋谷のまちづくりで目指すべきもの
・場所に価値を持たせる
=実際に来てもらいたいと思つてもらえるまちづくり

④渋谷てコミュニティをつくるには
・渋谷全体のコミュニティは難しい
→現在は、オフィスワーカー同士のコミュニティなど小さな
コミュニティ
→今後は小さなコミュニティを増やすつ

【まちの刷新サイクル】


